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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年中間期増減率）

 継続事業
※1 売上高 営業利益 税引前利益 中間純利益

当社株主に帰属
する中間純利益

中間包括利益
合計額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年３月期中間期 5,729,522 3.5 768,929 20.4 798,362 18.9 581,227 14.5 570,452 13.7 670,993 138.8

2025年３月期中間期 5,536,585 - 638,462 - 671,393 - 507,428 - 501,909 - 280,984 -

 継続事業
※1 基本的１株当たり

中間純利益
※2

希薄化後１株当たり

中間純利益
※2

円 銭 円 銭

2026年３月期中間期 95.09 94.51

2025年３月期中間期 82.61 82.34

資産合計
資本合計
（純資産）

株主資本 株主資本比率

百万円 百万円 百万円 ％

2026年３月期中間期 36,127,949 7,994,061 7,687,602 21.3

2025年３月期 35,293,173 8,510,151 8,179,745 23.2

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年３月期
※ - 50.00 - 10.00 -

2026年３月期 - 12.50

2026年３月期（予想） - 12.50 25.00

１．2026年３月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年４月１日～2025年９月30日）

※1 当社は、金融事業を営む完全子会社であったソニーフィナンシャルグループ株式会社（以下「SFGI」）のパーシャル・スピンオフ（以下「本

スピンオフ」）を2025年10月１日付で実行しました。本スピンオフの実行方針に係る2025年５月14日の当社取締役会決議にともない、2026年

３月期第１四半期より、国際財務報告基準（以下「IFRS」）に従い、金融事業を非継続事業に分類し、金融事業を除く継続事業とは区分して

表示しているため、上記の表には継続事業のみの金額を表示しています。なお、2025年３月期中間期もこの表示に合わせて再表示していま

す。2026年３月期中間期の非継続事業を含む連結の中間純利益、当社株主に帰属する中間純利益及び中間包括利益合計額は、それぞれ

609,652百万円、598,877百万円及び730,387百万円です。また、同中間期の非継続事業を含む連結の基本的１株当たり中間純利益及び希薄化

後１株当たり中間純利益は、それぞれ99.83円及び99.22円です。非継続事業の詳細については、添付資料24ページ「１．（８）要約中間連結

財務諸表に関する注記事項　３．会計方針及びその他の事項（非継続事業）」をご参照ください。

※2 当社は、2024年９月30日を基準日、2024年10月１日を効力発生日として、普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行いました。上記の基

本的１株当たり中間純利益及び希薄化後１株当たり中間純利益は、2025年３月期の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定していま

す。

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）1 直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

2 当社は、前述の本スピンオフの実行により、2025年９月30日を基準日として、同日の当社株主名簿に記録された株主の保有する当社普通

株式１株につき、SFGIの普通株式（以下「SFGI株式」）１株の割合で現物配当を行いましたが、上記の配当の状況には、かかる現物配当

は含めていません。現物配当の詳細については、後述の「【ご参考】現物配当（金銭以外の財産による配当）の概要」をご参照くださ

い。

※ 当社は、2024年９月30日を基準日、2024年10月１日を効力発生日として、普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行いました。上記の

2025年３月期の１株当たり期末配当金は株式分割考慮後の金額を記載しています。2025年３月期の１株当たり年間配当金合計は、株式分割の

影響により、第２四半期末配当金と期末配当金との単純合算ができないため記載していません。なお、株式分割考慮後の2025年３月期の１株

当たり第２四半期末配当金は10.00円、年間配当金合計は20.00円となります。



（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 税引前利益
当社株主に帰属
する当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

継続事業 12,000,000 △0.3 1,430,000 12.0 1,460,000 8.7 1,050,000 △1.6

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2026年３月期中間期 6,149,810,645株 2025年３月期 6,149,810,645株

②  期末自己株式数 2026年３月期中間期 172,670,715株 2025年３月期 124,806,850株

③  期中平均株式数（中間期） 2026年３月期中間期 5,999,085,243株 2025年３月期中間期 6,075,284,132株

（１）基準日 2025年９月30日（火曜日）

（２）配当財産の種類 SFGI株式

（３）配当財産の帳簿価額の総額及び１株当たり価額 463,885,829,967円（１株当たり77.61円）

（４）配当財産の時価の総額及び１株当たり価額 －
※

（５）効力発生日 2025年10月１日（水曜日）

３．2026年３月期の連結業績予想（2025年４月１日～2026年３月31日）

（注）1 直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

2 上記の業績予想における営業利益、税引前利益及び当社株主に帰属する当期純利益には、一連の米国の関税政策の変更による影響額の現

時点での試算を反映しています。かかる関税影響額の試算は、2025年11月４日時点で発表されている関税率を前提としています。今後の

関税政策の変更等により、実際の影響額は試算から大きく乖離する可能性があります。

3 上記の表には継続事業の業績予想を記載しています。前述の本スピンオフの実行にともない、金融事業で計上された累積その他の包括利

益の連結除外時の残高を非継続事業からの純損益に振り替える処理により１兆3,800億円の損失を非継続事業からの純損益に計上する予

定ですが、当該会計処理は、当社の連結財政状態計算書の資本の部における内訳項目の振替であり、資本合計及びキャッシュ・フローへ

の影響はなく、継続事業の損益への影響もありません。また、日本の会計基準にもとづく当社の個別財務諸表及び分配可能額への影響も

ありません。当社は2026年３月期において、かかる損失を含む総額１兆3,600億円の損失を非継続事業からの純損益に計上する見込みで

あり、2026年３月期の非継続事業を含む連結の当社株主に帰属する当期純損益の見通しは3,100億円の損失です。本スピンオフにともな

う会計処理の詳細については、添付資料25ページ「１．（８）要約中間連結財務諸表に関する注記事項　４．重要な後発事象」をご参照

ください。

※  注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

①  ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更：無

②  ①以外の会計方針の変更                ：無

③  会計上の見積りの変更                  ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

（注）1 １株当たり情報（連結）の算定の基礎となる株式数については、添付資料22ページ「１（８）要約中間連

結財務諸表に関する注記事項　３．会計方針及びその他の事項（普通株式の１株当たり情報の計算に用い

られた当社株主に帰属する四半期純利益、中間純利益及び加重平均株式数）」をご覧ください。

      2 当社は、2024年９月30日を基準日、2024年10月１日を効力発生日として、普通株式１株につき５株の割合

で株式分割を行いました。上記の発行済株式数（普通株式）は、2025年３月期の期首に当該株式分割が行

われたと仮定して算定しています。

※  第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です。

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

業績予想の前提条件その他に関する事項については、添付資料26ページ「将来に関する記述等についてのご注意」を

ご参照ください。

当社は、本決算短信とあわせて、決算説明会資料を含む決算補足説明資料を当社ウェブサイトに掲載しています。

【ご参考】現物配当（金銭以外の財産による配当）の概要

※ 日本の会計基準にもとづく当社の個別財務諸表において、本スピンオフは、現物配当の効力発生日時点における配当財産の適正な帳簿価額

をもって会計処理することになり、当社の分配可能額の算出においても同様です。したがって、配当財産であるSFGI株式の時価は記載し

ていません。




